
- 1 -

第
５
章

明
治
時
代
以
降

こ
こ
で
は
、
時
系
列
に
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

明
治
２

（
１
８
６
９
）
年

鹿
籠
郷

・
久
志
秋
目
郷

・
坊
泊
郷
と
合
併
し
て
南

方
郷
と
な
る

み
な
み
か
た

鹿
籠
郷
の
う
ち
、
東
部

一
帯
は
新
た
に
別
府
村
と
し
、
別
府
村
を
除
い
て
南
方
郷
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治

５
年
に
は
、
郡
制

（県
内
に
７
つ
の
郡
）
が
実
施
さ
れ
、
南
方
郷
は
指
宿
郡
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
明
治

年
に
は
、
南
方
郷
の
う
ち
、
久
志
秋
目
郷
と
坊
泊
郷
が
分
離
し
て
、
南
方
郷
は
鹿
籠
村
と
な
り

12

ま
し
た
。９

（
１
８
７
６
）
年

鹿
籠
浦
人
、
口
ノ
島

・
臥
蛇
島

へ
海
区
借
用
に
関
す
る

嘆
願
書
を
送
り
容
れ
ら
れ
る
。

（
１
８
７
７
）
年

西
南
戦
争
。
鹿
籠
勢
、
出
陣
４
０
５
人
、
戦
死
１
２
５

10

人
。
（鹿
児
島
の
涙
橋
で
の
激
戦
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

下
写
真
は
南
方
神
社
に
あ
る
招
魂
碑
）
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明
治

（
１
８
８
１
）
年

鹿
籠
村
を
東
鹿
籠
村
、
西
鹿
籠
村
、
枕
崎
村
の
３
村
に
分
け
、
戸
長
を
置
く
。

14

こ
こ
で
初
め
て

「枕
崎
」
と
い
う
地
名
が
、
正
式
な
１
つ
の
行
政
区
域
の

「枕
崎
村
」
と
し
て
出
て
き
ま
す
。

明
治

年
に
は
、
「岩
起
こ
し
の
風
」
と
呼
ば
れ
る
台
風
が
あ
り
ま
し
た
。
全
体
の
倒
壊
家
屋
は
２
万
５
４
０
０

17

戸
、
枕
崎
だ
け
で
も
６
５
０
戸
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

（
１
８
８
９
）
年

市
制
、
町
村
制
施
行
。
別
府
村

・
東
鹿
籠
村

・
西
鹿
籠
村

・
枕
崎
村
合
併
し
て
、
東

22

南
方
村
と
な
る
。
村
長
、
児
玉
久
清
。
役
場
は
、
現
桜
山
小
東
南
隅
。

前
年
の
明
治

年
の
人
口
は
、
１
万
８
７
４
７
人
で
す
。

21

こ
こ
で
今
の
枕
崎
市
の
原
型
が
で
き
ま
す
が
、
明
治
時
代
に
な

っ
て
か
ら
の
行
政
区
域
は
、

年
間
め
ま
ぐ
る
し

20

く
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
国
づ
く
り
の
慌
た
だ
し
さ
が
伺
え
ま
す
。

新
し
い
自
治
制
度
を
確
立
す
る
た
め
に
、
大
規
模
な
町
村
合
併
が
行
わ
れ
、
従
来
の
５
分
の
１
に
な

っ
て
い
ま
す
。

人
口
２
万
５
０
０
０
人
以
上
を
市
と
し
、
県
で
は
鹿
児
島
市
が
誕
生

（全
国
で
は

の
市
）
し
ま
し
た
。

39
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明
治

（
１
８
９
２
）
年

鹿
児
島
―
知
覧
―
枕
崎
間
の
県
道
開
通

25

（
１
８
９
５
）
年

枕
崎
郵
便
局
電
信
業
務
開
始

28

黒
島
流
れ

（遭
難
漁
船

、
死
者
４
１
１
人
の
大
惨
事

７
／

）

23

24

鹿
児
島
―
伊
作
―
加
世
田
―
枕
崎
間
の
県
道
開
通

黒
島
流
れ
の
前
年
の
明
治

年
に
は
、
暴
風
の
た
め
、
西
南
方
村
の
漁
船
４
艘
と
枕
崎
の
漁
船
２
艘
が
遭
難
し
、

27

合
わ
せ
て
１
３
０
数
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

黒
島
流
れ
は
、
黒
島
付
近
を
通
過
し
た
台
風
の
た
め
、
カ
ツ
オ
漁
船
が
遭
難
、
枕
崎
の
漁
船
、
沈
没

隻
、
溺
死

23

者
４
１
１
名
、
坊
泊
で
も
沈
没

隻
、
死
者
１
６
５
名
、
川
辺
郡
全
体
で
は
７
１
３
名
の
死
者
を
出
し
た

一
大
惨
事

11

で
し
た
。
こ
の
台
風
は
、
鹿
児
島
で
の
最
大
風
速
が

．
６

ｍ
、
下
関
の

．
７

ｍ
が
最
大
で
、
豆
台
風
で
し
た
。

12

30

黒
島
に
は
避
難
港
が
な
く
、
断
崖
絶
壁
の
た
め
、
容
易
に
船
を
接
岸
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

経
済
的
に
も
厳
し
く
な
り
、
遺
族
救
済
の
た
め
始
め
ら
れ
た
の
が
、

「か
つ
お
節
バ
ラ
売
り
行
商
」
で
し
た
。
大
願
寺
住
職
の
兼
広
師
の
働

き
も
大
き
く
、
お
寺
の
組
織
網
を
使

っ
て
、
行
商
を
助
け
ま
し
た
。

右
写
真
は
、
４
１
１
人
の
う
ち

人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
小
湊
地
区

99

の
石
碑
で
す
。
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な
お
、
こ
の
頃
の
大
島
島
司
で
あ

っ
た
笹
森
儀
助
は
、
そ
の
著

「拾
島
状
況
録
」
に
、
「硫
黄
島
よ
り
枕
崎

へ
硫

黄
運
輸
船
、
年
間
、
お
お
よ
そ
、

一
五
回
の
行
通

（交
通
の
こ
と
）
あ
り
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
漁
業
だ
け
で
は
な

い
、
こ
の
海
域
で
の
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

明
治

（
１
８
９
９
）
年

南
薩
漁
業
組
合
設
立

32

（
１
９
０
１
）
年

鹿
児
島
―
川
辺
―
枕
崎
間
の
県
道
開
通

34

明
治

年
１
月
に
は
、
村
長
児
玉
久
清
が
在
職
中
に
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
に
従
軍
し
、
錦
絵

36

（左
写
真
）
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
明
治
５
年
に
は
戸
長
で
す
。
西
南
戦
争
に
参
加
し
、
刑
に
服
し
ま
し
た
が
、
明

治

年
刑
期
満
了
と
と
も
に
帰
郷
し
、
再
び
枕
崎
村
の
戸
長
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
３
代
村
長
の
今
給
黎
誠
吾

（明

14

治

．
３
～
昭
和

．

ま
で

年
間
在
職
）
は
、
児
玉
の
長
男
で
し
た
の
で
、
明
治

・
大
正

・
昭
和

年
頃
と
長

43

21

11

37

20

期
に
亘
っ
て
、
こ
の
親
子
が
枕
崎
の
リ
ー
ダ
ー
だ

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

明
治

年
に
は
、
黒
島
流
れ
に
次
ぐ
、
海
難
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
遭
難
船
は

隻
、
死
者
は
２
６
４
人
で
し

38

11

た
。
う
ち
、
枕
崎
の
遭
難
船
は
３
隻
で
、

名
の
死
亡
者
で
し
た
。
船
は
帆
船
で
す
。

77
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同

年
に
は
、
カ
ツ
オ
船
に
落
雷
が
あ
り
、
気
絶
者
が
多
く
出
て
、
内
４
名
が
死
亡
し
ま
し
た
。

39

同

年
に
は
、
帆
船
２
艘
が
硫
黄
島
近
海
で
遭
難
し
、

名
が
溺
死
し
て
い
ま
す
。

42

46

明
治

（
１
９
０
９
）
年

枕
崎
漁
業
組
合
設
立

42

今
給
黎
友
衛
、
立
神
に
焼
酎
工
場
を
建
設
す
る

（写
真
）
。

鹿
児
島
―
指
宿
―
石
垣
―
枕
崎
―
坊
泊
間
の
県
道
開
通

こ
の
県
道
の
最
大
の
難
関
は
、
花
渡
橋
の
建
設
で
し
た
。
花
渡
川
の
河
口
は
広
く
、
干

潟
は
長
く
、
そ
の
幅
は
４
０
０

ｍ
に
も
及
び
ま
し
た
。
枕
崎
側
の
干
潟
は
盛
り
土
を
し
て

両
側
を
石
垣
で
積
み
上
げ
、
橋
の
長
さ
を

間

（
１
１
２

ｍ
）
と
し
ま
し
た
。
幅
は
２
間

60

３
尺

（約
４
．
５

ｍ
）
で
し
た
。
橋
は
橋
脚
か
ら
木
造
で
、
地
元
の
用
材
が
多
く
使
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
橋
が
で
き
る
前
は
、
俗
に

「く
わ
ん
じ
ん
橋
」
と
呼
ば
れ
た
簡
単
な
板
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
的
な
も
の
だ

っ
た
の
で
、
通
行
料
と
し
て
１
人
３
厘
が
必
要
で
し
た
。

（
１
９
１
０
）
年

枕
崎
養
豚
組
合
設
立

43

塩
田

（製
塩
業
）
廃
止
と
な
る
。
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（塩
田
は
、
す
で
に
１
６
６
３
年
に
は
花
渡
川
河
口
沿
岸
に
は
あ
り
ま
し
た
。
）

養
豚
に
つ
い
て
は
、
園
田
兵
助
を
中
心
に
品
種
改
良

（イ
ギ
リ
ス
か
ら
バ
ー
ク
シ
ャ

ー
種
の
輸
入
）
に
努
め
、
明
治
末
に
は
、
養
豚
戸
数
約
１
８
０
０
戸
、
年
末
飼
頭
数
２

０
０
０
頭
、
年
内
生
産
頭
数
５
０
０
０
頭
に
達
し
て
い
ま
す
。
大
正
期
に
は
全
国
に
も

名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
正
２
年
に
は
台
湾
に
種
豚

頭

（写
真
）
を
、

10

翌
年
か
ら
は
沖
縄
、
朝
鮮
、
満
州
方
面
に
も
年
間
数

頭
の
種
豚
を
輸
出
し
ま
し
た
。

10

養
豚
の
飼
料
に
は
、
鰹
節
製
造
過
程
に
出
る
内
臓
な
ど
も
利
用
し
ま
し
た
。

な
お
、
日
本
初
の
有
限
責
任
東
南
方
村
養
豚
購
買
組
合
の
設
立
は
、
明
治

年
で
す
。

35

明
治
期
の
枕
崎
に
お
け
る
畜
産
の
中
心
は
馬
で
す
。
荷
物
の
運
搬
や
肥
料

（馬
の
糞
尿
）
と
し
て
貴
重
で
し
た
。

明
治

年
に
お
け
る
専
業
農
家
は
２
２
０
８
戸
で
、
馬
の
飼
育
頭
数
は
１
７
７
７
頭
で
す
。
農
家
の

％
が
飼
育
し

41

80

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
同
年
の
牛
の
飼
育
頭
数
は
１
５
２
頭
、
豚
は
１
５
１
３
頭
で
す
。

明
治

年
に
は
、
９
／

の
台
風
で
、
全
壊
家
屋
１
８
２
戸
、
死
者
３
名
、
船
舶
破
損

隻
の
被
害
で
す
。

44

21

55


